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おむつのしめつけに関する調査

一「ウエストしめつけ軽減パンツ型紙おむつ」の効用一

杉浦　弘子1），村田　真実1）

藤本　　保2），木下　博子3）

〔論文要旨〕

　ウエストのしめつけを低減した乳幼児用パンツ型紙おむつを用い，ウエストのゴム跡つぎ枚数を指標

に，しめつけ低減効果について検討した。その結果，このおむつを使用すると，従来のおむつと比較し

て有意にウエストのゴム跡つぎが低減する児が多いことがわかった。属性別にみると，活動度が高い児

と座位のウエスト寸法が立位より3cm以上大きい児で，従来おむつより有意にゴム跡つぎ枚数が少ない

児が多かった。これらのことから，このおむつは活動や姿勢変化の際に児のからだへの負担が小さく，

動きやすく歩きやすいことが期待できるため，児の発達に適していると考えられる。
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1．はじめに

　おむつは，生まれた時から2～3歳までの長

期にわたり，乳幼児が季節や時刻に関わらず常

に肌に直接つけているものであり，重要な衣服

の一つといえる。この頃の児は，目覚ましい発

達を遂げる時期で，心身ともに衣服が発達に果

たす役割は大きい1）。このようなおむつに求め

られる機能は，排泄物の処理はもちろん，体温

調節，身体の保護，動作や成長への適応，更に

は，個性の表現コミュニケーションのきっか

け，はかせる側の取り扱い性の良さなど多岐に

わたっている。

　乳幼児用の紙おむつは，日本では1977年に発

売2）され，その後徐々に普及し現在では95％の

児が使用している3｝。現在，紙おむつはウエス

トの左右にあるテープでおむつをからだに固定

するタイプ（テープ型）と，あらかじめパンツ

の形になっていて，はいて使用するタイプ（パ

ンツ型）の二種類に分けられる。

　テープ型は生後直ぐから使用されるのに対

し，パンツ型は主に立てるようになり歩く児を

対象にしたものであるが，1991年に発売2）され

て以来急速に使用率が上がっている。その理由

は，「はかせやすさ」や「動いても着崩れしに

くいこと」，「児の動きやすさ」，「つけている間

のスマートさ」などがあり，近年では利用開始

時期がより低月齢化する傾向がうかがえる。

　パンツ型紙おむつの使用を開始する前後の児

は，より行動が活発になる頃である。好奇心が

旺盛で，自分の意思で動いたり歩いたりするこ

とでさまざまな刺激を受け，試行錯誤を繰り返

しながら心身ともに目覚しく発達する時期であ

る。よって，児の発達を衣服の面からも支援す

るために，動作しやすく着崩れしにくい衣服の

構成を考える必要がある。
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　また，被服生理学の観点では，通常，伸びや

すい素材によるしめつけの方が，伸びにくいも

のによるしめつけより，人体にかかる圧（被服

圧）の許容値や快適値が低いと報告されてい

る4）。大人と比較して，子ども，特に乳幼児は

からだが未発達で，かつ，活発に活動するため，

しめつけによる生理的負荷に対する考慮は大人

以上に重要視されるべきである。にもかかわら

ず，これまで乳幼児に対する衣服のしめつけに

関する報告はほとんどされてこなかった。

　これらのことを背景に，われわれは児の発達

に適したパンツ型おむつを考える必要を感じ

た。その一つの観点として，おむつのしめつけ

について研究した。

皿．目 的

　本研究では，ウエストのしめつけを軽減した

乳幼児用パンツ型紙おむつを用い，ウエストの

ゴム跡つぎ枚数を指標に，しめつけ低減の効果

を明らかにすることを目的とした。

皿．対象と方法

　試験は，A．初期試験：（18名），　B．症例追加試

験（72名）の2回に分けて行った。A．初期試

験で，試験品のゴム跡つぎ軽減効果があること

を確認した後，症例を追加し，合計で1歳前後

（10か月～18か月）45名（以下，「1歳グループ」

という），2歳前後（19か月～30か月）45名（以

下，「2歳グループ」という）とした。それぞ

れの結果について，属性別に検討した。

1．対　象

　A．初期試験：2005年2月～3月に，大分こ

ども病院に受診または健診した生後10か月から

30か月の児の母親18名，B．症例追加試験：2006

年5月～6月に，東京都および近県に在住して

いた生後11か月から30か月の児の母親72名を，

10か月から18か月までを1歳グループ，19か月

から30か月までを2歳グループとし，それぞれ

45名ずつにグループ分けした。いずれの対象者

も，以下の①～③に当てはまる。

　①主に自分（母親）がおむつ替えをする。

　②児が，つかまり立ちまたは自分で立つこ

　　とができる。
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③Lサイズのパンツ型のおむつを使用して

　　いる。

回答者の背景

①児の性別男児：46名女児：44名

②児の月齢

　　月齢

　10～12か月

　13～18か月

　19～24か月

　25～30か月

③出生順

男児

　4

21

17

　4

女児

　3

17

14

10

〕1歳グループ

〕2歳グループ

第一子：55　第二子＝35

2．試験品

（1）ウエストのしめつけ軽減パンツ型紙おむつ

　試験に用いたおむつは，従来のおむつと比較

してウエストまわりのしめつけ力（圧）が弱く

なっている。しかし，しめつけ力を弱くすると，

子どもの動きやおしっこやうんちの重みによっ

ておむつがズリ落ちるおそれがある。そこで，

腸骨の位置におむつのズリ落ち防止ゴム（ギャ

ザー）を配置し，しめつけずズリ落ちないパン

ツ型紙おむつを実現した。以下，「本おむつ」

という。

｛2）従来パンツ型紙おむつ

　上記紙おむつと比較するため，ウエストのゴ

ムでおむつ全体を支える従来型のパンツ型紙お

むつを使用した。以下，「従来おむつ」という。

3．方　法

　本おむつと従来おむつを各25枚（約5日分）

渡し，自宅で自由に使用してもらい，おむつの

機能とゴム跡の有無，使用感についてアンケー

ト調査（選択式・一部記述式）を行った。おむ

つの特徴を示すシートを，それぞれのおむつと

ともに渡した。被験者の半数は本おむつを先に，

残りの半数は従来おむつを先に使用した。

　各調査項目に対し，カイ町回検定した。

N．結 果

1．　試験品使用状況

　全体のおむつの使用枚数は，本おむつが2，187

枚，従来おむつが2，190枚であった（表1）。ゴ

ム跡つぎの有無については表1の通り。
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表1　使用枚数／ゴム跡つぎ枚数

全使用枚数 ウエストゴム跡 腸骨部分ゴム跡 ，脚まわりゴム跡

［枚］ あり　なし未記入跡つぎ
m枚］　［枚］　［枚］　　率

あり　なし未記入跡つぎ
m枚］　［枚］　［枚］　　率

ありなし未記入跡つき
m枚］　［枚］　［枚］　　率

全員

mN＝90］

試験品

]来品

2，187

Q，190

　973　　1，185　　　29　　　　45％

P，262　　　911　　　17　　　　58％

1，083　　1，074　　　30　　　　50％

P，145　　1，028　　　17　　　　53％

1，348　　811　　　　28　　　　　62％

P，293　　881　　　　16　　　　　59％

1歳グループ
mN＝45］

試験品

]来品

1，092

k100

552　　　　516　　　　24　　　　　52％

U74　　　415　　　　11　　　　62％

582　　　487　　　23　　　　54％

U11　　　478　　　11　　　　56％

738　　334　　　　20　　　　　69％

U83　　406　　　　11　　　　63％

2歳グループ
mN＝45］

試験品

]来品

1，095

P，090

421　　　669　　　　5　　　　39％

T88　　　496　　　　6　　　　54％

501　　　587　　　　7　　　　46％

T34　　　550　　　　6　　　　49％

610　　477　　　　　8　　　　　56％

U10　　475　　　　　5　　　　　56％

使用意向　64％

おしっこがモレにくい　78％

フィットしている　80％

ズリ落ちにくい　6g％

子どもが動きやすい　76％

ウエストにゴム跡がっきにくい　53％

はかせやすい　82％

　　　　試験品（本おむつ）

使いたい　　　　　　　　　　　　　使いたくない

．

撃まる

ダ藤欝攣 22 7“7

あてはまらない

．

1　40re

縫

評
16　2鱒 6010

16　2－2．　4ere

藝惣灘・・

撫・鵜

9　0　gol．

24 o　oYe

・鵬蜘濾11 27XXX／）〈KNgS　360／．

11劃藩　　
嚢

。　7elo

69C）（o

　　　従来品（従来おむつ）

使いたい　　　　　　　　　　　　使いたくない

く（一　　　　　　　　　　　　　　一うレ

l／／聾聾
18 9．N＞it4d　13efe　n．s．

あてはまる

千
あてはまらない

．
83el．

75％

5ff／e

8gelo

440ro

7gelo

灘繊113224・一

闘曙獺 16 Z5．2一　gelo　n．s．

灘・・

繍禦、

　　鱗

20xXXX2．　22cT！o　n．s．

懲 13 4 0　4e／e　n．S．

　　ドしど　　　　　

‘牌

　離響　13　　27
鵜　　　一　励

S－6－xXN　43el．　n．s．

難鵡1344 801．　n．s．

＊＊：p〈0．01　＊：p＜0，05　n．s．：有意差なし

図1－1　おむつの機能　1歳グループ

2．おむつの機能

1歳グループ

　使用後，本おむつを「使いたい」と答えた人

は35％，「やや使いたい」を合わせると64％の

人が使いたいと答えた。一方，従来おむつは「使

いたい」と答えた人が33％，「やや使いたい」

を合わせると69％の人が使いたいと答えた
（図1－1）。

　おむつの機能については図1－1の通りであっ

た。本おむつを「フィットしている」と答えた

人は51％であった。一方，従来おむつは「フィ

ットしている」と答えた人は33％で，本おむつ

の方が「フィットしている」と答えた人が多い

傾向がみられた［p＝0．088］。

2歳グループ

　使用後，本おむつを「使いたい」と答えた人

は36％であった。一方，従来おむつを「使いた

い」と答えた人は18％で，本おむつの方が「使

いたい」と答えた人が多い傾向がみられた

［p＝0．057］（図1－2）。

　おむつの機能については図1－2の通りであっ

た。

3．ゴム跡のつきにくさ

　各児の各部位（ウエスト，腸骨部分，一まわ

り）について，本おむつと従来おむつ問でゴム

跡つぎ枚数を有意差検定した。以下，従来おむ

つと比較して本おむつの方が有意にゴム跡つぎ

枚数が多かった児を，「本おむつの方がゴム跡

が多い児」と，反対に，従来おむつの方が有意

にゴム跡つぎ枚数が多かった児を，「従来おむ

つの方がゴム跡が多い児」という。
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使用意向　77％

おしっこがモレにくい　80％

フィットしている　82％

攣’

撃まる

試験品（本おむつ）

　　　　　　使いたくない
　　　　　　　　…一一）i））・一

　警戦　　簸∫　1

　　　慧　≧・7　16％

　　　　　　あてはまらない

　　　　　　　　．
11Yo

ズリ落ちにくい　73％

子どもが動きやすい　g4％

ウエストにゴム跡がつきにくい　58％

2Yo

はかせやすい　g6％

蜘e 11　ltsNI．1．N　16e／e
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図1－2　おむつの機能

従来品（従来おむつ）

　使いたい
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2歳グループ

表2　ゴム跡が多い児の人数

n．s。：有意差なし

ウエスト　検定

@［人］

腸骨部分　検定

@［人］

脚まわり　検定

@［人］

全員

mN＝90］

試験品の方が有意にゴム跡が多い児

]来品の方が有意にゴム跡が多い児

3　　　　＊＊

Q0

13

@　　　n．S．P6

ユ3

@　　　n．S．P0

1歳グループ
mNニ45］

試験：品の方が有意にゴム跡が多い児

]来品の方が有意にゴム跡が多い児

1　　　＊＊

X

6
　
　
　
n
．
S
．
6

5
　
　
　
　
n
．
S
．
2

2歳グループ
mN＝45］

試験品の方が有意にゴム跡が多い児

]来品の方が有意にゴム跡が多い児

2　　　　＊＊

P1

7
　
　
　
　
n
．
S
．
1
0

8
　
　
　
　
n
．
S
．
8

＊＊：p＜0．01　＊：p＜0．05n．s．：有意差なし

　1歳グループ，2歳グループそれぞれにおい

て，活動度，立位のウエスト寸法，座位のウエ

スト寸法，および，立位と座位のウエスト寸法

の差の属性別に，「本おむつの方がゴム跡が多

い児」と「従来おむつの方がゴム跡が多い児」

の人数を比較し，有意差検定した（表2）。

（1）ウエストのゴム跡のつきにくさの印象と実態

1歳グループ

　本おむつを使用して，22％の人が「ウエスト

にゴム跡がつきにくい」と答えた。「ややつき

にくい」と合わせると53％の人がつきにくいと

答えた。一方，従来おむつは「ウエストにゴム

跡がつきにくい」と答えた人は20％，「ややつ

きにくい」と合わせると44％であった（図1－1）。

　ウエストの実際のゴム跡つぎは，本おむつの

方がゴム跡が多い児が1名，反対に従来おむつ

の方がゴム跡が多い児が9名で，1％未満の危

険率で有意に従来おむつの方がゴム跡が多い児

が多かった（表2）。

2歳グループ

　本おむつを使用して，31％の人が「ウエスト

にゴム跡がつきにくい」と答えた。一方，従来

おむつは「ウエストにゴム跡がつきにくい」と

答えた人は9％で，1％未満の危険率で有意に

本おむつの方が「ゴム跡がつきにくい」と答え

た人が多かった（図1－2）。

　ウエストの実際のゴム跡つぎは，本おむつの

方がゴム跡が多い児が2名，反対に従来おむつ

の方がゴム跡が多い児が11名で，1％未満の危

険率で有意に従来おむつの方がゴム跡が多い児
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が多かった（表2）。

（2）腸骨部分と脚まわりのゴム跡つぎ枚数

1歳グループ

　腸骨部分は，本おむつの方がゴム跡が多い児

が6名，反対に従来おむつの方がゴム跡が多い

児が6名で，有意差はなかった（表2）。また，

脚まわりは，本おむつの方がゴム跡が多い児が

5名，反対に従来おむつの方がゴム跡が多い児

が2名で，有意差はなかった（表2）。

2歳グループ

　腸骨部分は，本おむつの方がゴム跡が多い児

が7名，反対に従来おむつの方がゴム跡が多い

児が10名で，有意差はなかった（表2）。また，

早まわりは，本おむつの方がゴム跡が多い児が

8名，反対に従来おむつの方がゴム跡が多い児

が8名で，有意差はなかった（表2）。

（3）児の活動度別の比較

1歳グループ

　ウエストのゴム跡のつきにくさについて，本

おむつと従来おむつの間で比較すると，活動度

の高い「走る」ことのできる児で，本おむつの

方がゴム跡が多い児が0名，反対に従来おむつ

の方がゴム跡が多い児が4名で，5％未満の危

険率で有意に従来おむつの方がゴム跡が多い児

が多かった（表3）。

2歳グループ

　ウエストのゴム跡のつきにくさについて，本

おむつと従来おむつの間で比較すると，活動度

の高い「走る」ことのできる児で，本おむつの

方がゴム跡が多い児が2名，反対に従来おむつ

の方がゴム跡が多い児が11名で，1％未満の危

険率で有意に従来おむつの方がゴム跡が多い児

が多かった（表4）。

（4）児のウエストまわりの寸法による比較

1歳グループ

　ウエストのゴム跡のつきにくさについて，本

おむつと従来おむつ間で比較すると，立位のウ

エスト寸法が小さい児で，座位のウエスト寸法

が大きい児で，また，座位が立位より3cm以上

大きい児で，従来おむつの方がゴム跡が多い児

が有意に多かった。（表3）。

2歳グループ

　ウエストのゴム跡のつきにくさについて，本

おむつと従来おむつ間で比較すると，立位のウ

767

エスト寸法が小さい児で，座位のウエスト寸法

が大きい児で，また，座位が立位より3cm以上

大きい児で，従来おむつの方がゴム跡が多い児

が有意に多かった（表4）。

V．考 察

　本研究では，ウエストのしめつけを低減した

パンツ型紙おむつについて，従来のおむつと比

較して，ウエストまわりのゴム跡つぎを低減で

きるかどうか検討した。その際，ウエストのゴ

ムのしめつけを軽減する代わりに，腸骨部分の

ゴムのしめつけを強めることでおむつ全体がズ

リ落ちるのを防止した。よって，ウエストまわ

りのゴム跡つぎ枚数に加え，腸骨部分のゴム跡

つぎ枚数が増えていないことも併せて確認し

た。

　本おむつは，基本的なおむつの機能を満足し

つつ，ウエストまわりのゴム跡つぎを低減する

ことがわかった。このことから，本おむつは従

来おむつと比較してウエストをしめつけにくい

効果があることがうかがえる。

　一方，腸骨部分のしめつけは従来おむつより

強くしたにも関わらず，ゴム跡つぎが有意に高

くならなかった。これは，腸骨部分は骨格があ

り硬いため，骨格のないウエストと比較してゴ

ムのしめつけによる影響を受けにくいからであ

ると考えられる。

　ウエストのゴム跡つぎが軽減し，かつ腸骨部

分のゴム跡つぎは同等であるにも関わらず，本

おむつは従来おむつと比較してズリ落ちにくさ

に差はなかった。また，本おむつを使用した時

の母親の感想に，「子どもが動きやすそう・歩

きやすそう」という声が聞かれた。これらのこ

とから，本おむつのように腸骨部分で支える構

成が，乳幼児用パンツ型紙おむつで有効である

ことがうかがえる。

　その理由として，1～2歳の乳幼児は腹部が

前に突き出した反身体型で，ウエストのくびれ

がなく胴体の厚みが大きいため，ウエストでお

むつを固定しにくいことが挙げられる。更に，

腹式呼吸のため，腹囲をしめつけないようにす

ることが大人以上に要求されることからも，こ

の構成の有用性がうかがわれる。

　ウエストのゴム跡つぎを児の属性別にみる
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表3　試験品と従来品のゴム跡つぎ枚数が多い児の人数比較〔1歳グループ〕

ウエスト 腸骨部分 割まわり

活動度 人数［人］ 検定　　人数［人］ 検定　　人数［人］ 検定

つかまり立ち
［N－2］

試験品

従来品
O
A
V

n．s．

0
0

n．s．

0
0

n．s．

自分で立つ
［N－4］

試験品

従来品
0
1
⊥

n．s． （
U
－

n．s．

1
0

n．s．

よちよち歩き

［N－10］

試験品

従来品
1
9
白

n．s．
－
り
0

n．s．

0
0

n．s．

歩く

［N－13］

試験品

従来品
0
9
臼

n．s． り
δ
0

n．s． －
1

n．s．

走る

［N＝16］

試験品

従来品 0
4

＊
9
自
り
自

n．s． り
O
l

n．s．

立位のウエスト寸法

iJN　（38　N　45cm）

［N　＝＝　24］

試験品

従来品 0
4

＊

4
4

n．s．

4
1

n．s．

・大（46－52cm）

［N＝21］

試験品

従来品

－
民
り

n．s．

9
白
9
自

ns．

1
1

n．s．

座位のウエスト寸法

ノJ、　（44～49c01）

［N＝21］

試験品

従来品 1
4

n．s． り
0
4

n．s．

＝
」
－

n．s．

大（50－57cm）
［N　＝　24］

試験品

従来品

0
亡
」

＊
3
ウ
臼

n．s．

O
l

n．s．

ウエスト寸法差（座位一立位）

3cm未満
［N＝12］

試験品

従来品

－
⊥
り
0

n．s． －
1

n．s．

1
1

n．s．

3cm以上
［N　＝＝　33］

試験品

従来品
0
0
9

＊
【
」
【
」

n．s．

4
1

n．s．

＊＊：p＜0．Ol　＊：p＜0．05　n．s．：有意差なし

と，活動度の高い児で従来おむつの方がゴム跡

つぎが多い児が有意に多かった。これは，従来

おむつは，児がからだを動かす際にウエストの

ゴムのしめつけの負担が大きいことを示唆して

いると考える。

　また，ウエストまわりの寸法は，立位の寸法

が小さい児で，座位の寸法が大きい児で，座位

が立位より3cm以上大きい児で，従来おむつの

方がゴム跡つぎが多い児が有意に多かった。こ

れは，歩行開始前後の腹部が柔らかく寸法変化

の大きい児で，ウエストのゴムのしめつけの負

担が大きいことを示唆していると考える。児は

二足の脚で立ち歩行するようになる過程で，次

第に腹部が引きしまり突出がなく立位に適した

体型に変化する。従来おむつは，その過程にあ

る児のからだにとって負担が大きいと考えられ

る。

　これらのことから，本おむつは児が動いたり

歩いたりする際に従来おむつと比較して児のか

らだへのしめつけの負担が少なく，動きやすく
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表4　試験品と従来品のゴム跡つぎ枚数が多い児の人数比較〔2歳グループ〕

ウエスト 腸骨部分 脚まわり

活動度 人数［人］ 検定　　人数［人］　　検定 人数［人］ 検定

つかまり立ち

［N－1］

試験品

従来品 0
0

n．s．

0
0

n．s．

0
0

n．s．

自分で立つ

［N＝O］

品験試

品来従

よちよち歩き

［N－O］

試験品

従来品

歩く

［N－3］

品
品

験
来

試
従

（
∪
0

n．s． 0
9
ρ

n．s．

0
0

n．s．

走る

［N＝41］

品験試

品来従
2
1
1

＊＊

7
8

n．s．

0
0
8

n．s．

立位のウエスト寸法

ノJ、　（42～46cm）

［N　＝　24］

試験品

従来品

ー
ワ
」

＊ 4
ρ
0

n．s．
9
0
り
0

n．s．

大（47～53cm）

［N＝21］

試験品

従来品 1
4

n．s． 0
0
4

n．s．

買
J
r
◎

n．s．

座位のウエスト寸法

iJx　（44　N　49crn）

［N＝26］

品
品

験
来

試
従

9
自
7

n．s． り
0
0
0

n．s．

4
」
強

n．s．

大（50～56cm）

［N－19］

試験品

従来品
0
」
4

＊

」
強
ウ
召

n．s．

4
」
仕

n．s．

ウエスト寸法差（座位一立位）

3cm未満

［N＝20］

試験品

従来品

9
臼
ピ
」

n．s．

ー
ユ
＝
」

n．s． 4
0
0

n．s．

3cm以上
［N　＝＝　25］

試験品

従来品
0
だ
U

＊＊
2
U
震
り

n．s．
4
ご
U

n．s．

＊＊：p＜0．01　＊：p＜0．05n．s．有意差なし

歩きやすいという効果が期待できる。よって，

動いたり歩いたりすることでさまざまな刺激を

受けながら心身ともに発達していくこの頃の児

にとって，本おむつは適していると考えられる。

V【．ま　と　め

　児の発達に適したパンツ型紙おむつの方向づ

けのために，おむつのしめつけについて検討し

た。「ウエストのしめつけを軽減したパンツ型

紙おむつ」を用い，ウエストのゴム跡つぎ枚数

を指標に，しめつけ低減の効果を明らかにした。

　10か月から30か月の児を持つ母親に，本おむ

つを使用してもらい，おむつの機能とゴム跡の

つきにくさの印象，おむつ1枚毎のゴム跡つぎ

の有無についてアンケート調査した。

　その結果，本おむつは，児のウエストのゴム

跡つぎを低減することがわかった。このことか

ら，本おむつは児のからだへの負担が少なく，

従来のパンツ型紙おむつよりも動きや歩くこと

を妨げにくい効果が期待できる。
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　よって，動いたり歩いたりすることでさまざ

まな刺激を受けながら心身ともに発達していく

この頃の児にとって，本おむつは適していると

考えられる。
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（Summary）

　We　investigated　the　effectiveness　of　the　new　pants

type　diaper，　which　is　designed　to　reduce　the　tightness

on　the　baby　waist．　For　an　index　to　the　examination

data，　we　used　the　number　of　diapers　which　tightening

marks　appeared　on　baby’s　waist　during　his／her　wear－

ing．　We　discovered　that　the　number　of　tightening

marks　reduced　with　the　use　of　this　diaper　than　cur－

rently　existing　products．　ln　the　examination　for　each

attribute，　we　found　out　the　significant　difference　be－

tween　currently　existing　products　and　our　new　di－

aper．　Said　significant　difference　is　seen　especially　in

high　activity　level　babies　and　babies　whose　“sitting

waist　size”　is　3　centimeters　or　more　larger　than

“standing　waist　size”．　Therefore，　this　new　diaper　is

thought　to　be　good　for　moving　and　walking　because　it

helps　to　reduce　babies’　body　stress　；　diaper　adjusting

to　the　change　of　babies’　waist　size　caused　by　moving

and　posture　change，　So　we　conclude　that　this　new　di－

aper　is　effective　and　suitable　for　development　of

babies．

［Key　words）

diaper，　tightness，　tightening　mark，　baby，　development
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